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いかなる交学者の作品もその人の生活と比較考慮する時,多 少の差こそ

あれ,い ろいろな意味で両者は関係を持っている。一見全々関係のないよ

うに見える場合でもよく観察すればその作品の蔭にその生活の影響は自然

とにじみでているものである。况んや 自分の生活そのものを取扱 うならば

それは自敍伝そのものであ り,少 なくとも自敍伝的 となる。

Thoreauは 普通の意味でのまとまった自敍伝は書かなかった。また文学

形式の点からいって,詩 は若い頃に相当書いたが,そ の他の文学形式では

劇 も書かなければ小説も書かなかった。唯散文としては,Journal,そ れ も

普通の日記 とは大分趣を異に して,随 想,随 筆,思 想の湧き出るままに誌

した感想,自 然を視るままにその敍景や自然に接 したために興る感境霊感

を,そ して古典を引用 し,名 詩を掲げ,己 が論説を展開する。 もちろん紀

行 も書く,こ うした彼のJournalは 尨大な量である。

一体人間の生活には外面的生活と内面的内至精神的生活があるが,彼 は

それ等の両面の生活そのものを随時に丹念に記録したのである。だか ら彼

は普通の意味でのまとまった自敍伝は書かなかったけれ ど,こ うした意味

では彼の全作品は彼の生活そのものの記録であ り,自 敍伝であったともい

えよう。

彼の尨大な量の日記そのものはい うまでもな く,単 行本として,彼 ⑳生

前に出 したAWeekontheConcordandMerrimackRivers(1849)セ こしても,

tLtTalden(1854)に しても,死 後に出たExcursions(1863)に しても,The
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MaineWoods(1864)に して も,CapeGod(1865)に しても,AYankeein

Conada(1866)に して も,そ れ らは彼 自 らが あるいは編者が ある程度整理

して章を作 り,形 体を整}た として も,特 別 にち ゃん と終始一貫 した一つ

の まとまった文学的形式を もった種類 の ものではない。それは彼独特 の特

徴を もった文学形式で,要 す るに特 殊な作 品を除けば大概 のものは 日記,

随 想,論 説の連続 とい った ものであ り,し か もそれ らは彼 の外 的生活 と内

的生活の記録その ものなのであ る。

だか ら彼の文学を知 るには彼の外的生活 は もちろん内的生活 の よってき

た ると ころを いろい ろの面か らよく知 らなければ な らない。 この両 面が彼

の文学 の背景で あると同時に彼の文学その もので もあ るといxる 程 よくそ

れが彼 の文学 に這入 り込んでい るのであ る。

外的生活 はいわゆ る経歴であ る。内的生活は彼の精神的生 活であ り,教

育や読書や 人々との接触 も時代の風潮精神 も深い関係があ るが,彼 の場 合

は特に 自然 と深 い交 りをもってい て,普 通 人 と異 って大 自然その ものか ら

深 い霊 感を受けていた ことを忘れ ては な らない。 こ うした彼の精神生活の

発展は 自ら彼の文学の力 とな り,発 展 とな っている。

彼はAcadcmyで 学 び,Harvard大 学 を卒業 しているので,Channing

もそ のThoreau,thePoet‐naturalist(p・49)中 で 述べてい るよ うに,彼 はギ

リシャ語や ラテ ン語は もちろん フラ ソス語 も相 当に 出来た し,イ タ リア語

や スペ イン語,独 逸語について も多少知識 を もっていた。

彼が古典文学に通 じ,そ れ を愛好 していた ことは彼の著述の随所に窺わ

れ る。た とえば,WaldenのReadingの 章 中での彼 の古典文学に言及 してい

るところを見て もAWeek中 でHomerをxて いる ところを見 てもよ

く分 る。

彼はHomer,!Eschylus,Pindcr,Anacreon,Aristotle,Pliny,Cato,Colu-・

mella等 を飜 訳 さえ してい る。 中でもHomerとVirgi1は も っ とも愛好

した。
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英文学ではChaucer,MiltonO∬ian,theRobin1%04Ballads,Lycidasを 愛

読 した。 またElizabeth朝 と17世 紀初 期の作家の ものを よ く読 ん だ。A

Weekに はそ の辺 の時代 の詩人達か らい ろいろ引用 してい る。

彼はBhagaatGheetaやVishnuPurana等 梵 語文学にふれ,始 めはそ う深

く研究 してい なか ったが,追hと 印度やペルシ ャや支那 な ど東洋 の古典聖

典 を読 んで強 い感銘 を受けた。その頃にはそ うした ものの英訳本 もいろい

ろ出ていた ので,主 な文学者達は大体そ うした ものを知 っていたが,彼 は

特 にそ うであった。1855年 に 彼の英国の友Ch・lm・ndelcyか ら東洋関係

の書物を多数 贈 られてか ら彼 の部屋 には東洋に関す る古典聖典,そ の他の

ものが可成 りの文庫 をな していた。そ して彼の思想 に大 きな影響 を与えて

い る。

また近代では独 逸のKantな どの哲学 思想の影 響 も受けてい るが,近 代

文 学ではCarlyleやRuskinの ものは興味を もって読 んだが,物 語や小説

には全h興 味 な くDickensの 作 品な どには軽蔑 の念を さえ抱いて いた。

彼は博物学者 とい って よい位博物的知識が深か ったが,そ うした素養は

彼が早 くか らAristotleや ノElianやTheophrastusな どに興味を持 って よ

く読み,Plinyの も のは特別力を入れて読 んでいたためで もあった。

しか し,彼 はそ うした古典に しろ,梵 書内至東洋 の聖典に しろ,近 代文

学書 に しろ,博 物書に しろ,そ れ らの書籍文献 の中に止 まる ことな く,そ

れ らを 自己 の拡大 のための養分 とは したが,い つ も彼 自 ら自然に直接接 し

て研 究確認 し,な お さ らに詩人的に深い霊感を もって 自然 に浸入 し,物 心

一如 の境に恍 惣 とした。 こうして彼は悠 々た る生活を し,そ の外 的内的生

活 を記録 した。 しか も彼は記録そ のものよ りは生活 その ものを尊 び,生 活

を よ り立派 な芸 術 としようとした。

II

ThoreauはExcursionsの 中 のWalkingと い う章 でWestに つ い て,ま た
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Wildnessに つ いて次の よ うに書 いてい る。

  I turn round and round irresolute sometimes for a quarter of an 

hour,  unitl I decide, for a thousandth time, that I will walk into the 

southwest or west. Eastward I go only by force; but westward I  go 

free. Thither no business leads me. It is hard for me to believe that 

I shall find fair landscapes or sufficient wildness and freedom behind 

the eastern horizon. I am not excited by the prospect of a walk 

thither; but I believe that the forest which I see in the western horizon 

stretches uninterruptdly toward the setting sun, and there are no towns 

nor  cities in it of enough consequence to disturb me. Let me live 

where I will, on this side is the  city, on that the wilderness, and ever 

I am leaving the city more and more, and with drawing into the 

wilderness. I should not lay so much stress on this fact, if I did not 

believe that something like this is the prevailing tendency of my coun-

trymen. I must walk toward Oregon, and not toward Europe. And 

that way the nation is moving, and I may say that mankind progress 

from east to west. 

             Thoreau writings (vol. 5), Walking in Excursions (pp.  217-218)

「私は時々1時 間の4分 の1位 ぐず ぐず してあちこちを見廻 してか ら,

西南あるいは西へ歩いて行 こうと決める。束へは唯無理に行 くのである

が西へは自由な気持で行 く。其処へは ビジネスで行 くのではない。東の

地平線の向 うには美 しい風景 とか心ゆ くまでの野性味や自由が見つかる

とは信 じ難い。そっちへの散歩を予想 しても興奮を覚えない。が西の地

平線に見 る森は,沈 みゆ く太陽の方向に遮 られることなく拡がって,そ

こには私の心をかき乱すほどの力をもった町も市 もない。私は自分の欲

する処に住みたい。こっち側には都市があり,あ っち側には荒野がある。

そ して私はいつもますます都市を離れて,荒 野へと引っ込んでいる。わ

が国人達の一般的傾向が何かこのようなものだと信 じなかった ら,こ の

事実をそんなにひどく強調した りしないだろう。私は欧州へ向ってでは
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な くオ レゴンに 向って歩かねば な らない。国民が動 いているのはその方

向だ し,人 類 の進歩は東か ら西へだ とい って よいだろ う。」

この ようにTh・reauは 町 や都市 よ りは荒野を好んで,東 へ ではな く,

西 か西南 の方 向へ と足を 向けた。 とい って もBost・nへ もNewYorkへ も

幾 度 も行 ってい るがそれは特別の用向があ っての こと,西 南 や西 の荒 野へ

はそ うした特別 の用事がな くても逍遙のために唯荒野 を歩 る くために 自由

な気持 で向 った のであ った。 彼 はそ の45年 の生涯 で本 当に 旅 行 らしい旅

行 を した ことといえば,兄 と共に したConcord河 とMerrimac河 の 旅,

E・Chenningと のCapcCodへ の旅,Maineの 森 や カナ ダへ の旅,南 の方

ではNewJerseyへ の旅,西 部の方向では1861年 病 気保養 のためのMinne-

sotaへ の旅位で あって,大 旅行 とい った ものは していない。Oregonへ も

行 った ことはない。 生涯の大部分はConcordを 中心 とした ご く近 い とこ

ろを よ く小旅 行を し,ま た毎 日の ように野や森や湖畔を逍遙 したのであ っ

た。成程 この頃ア メ リカの人達 は頻 りに西南や西へ もっと分 りやす く

広い意 味でいえばfrontierへ また いわゆ る 「西部」 へ と あ る者は 自由

を求めて,あ る者 は金や鉱石 を探 して,あ る者は牧場 や農場 を開拓す るた

めに,ま た ある者 は酒場を 出 した り,投 機 をや るた めに 向った。 そ して荒

野にはやが て町が でき,市 ができて行 くのであ った。 しか しThoreauが

西 を好 んだ のはそ のWildernessそ の ものを 目指 した の で あ る。彼 曰

く,

 The West of which I speak is but another name for the Wild, and 

what I have been preparing to say is, that in Wildness is the preser-

vation of the World (Walking, Writings of Thoreau vol. 5 p. 224).

「私がい うところの西とは野生地の別名に過 ぎない。私がいわんとし

ているのは野生の内にこそ世界は保全されるとい うことである。
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「荒野で探した あらゆる木はその繊維を送 り出し,都 市は幾 らでも金

を出 してそれを輸入す る。人類を支える強壮剤や樹皮は森や荒野からく

る。われわれの祖先は野蛮であった。RomulusやRemusが 狼の乳を飲

んだ話は意味のない伝説ではない。興隆 したあらゆる国家の建設者達は

その栄養や力を同じ野生の源泉から取っている。それに一・目見 られ ると

如何なる文明もxら れないような野生味を私に与}よ 。 シマカモ

シカの骨髄を食って生きているような。」

  'Life consists with wildness. The most alive is the  wildest.'(Walking, 

Writings of Thoreau Vol.  5.  p.  226.)

「生命は野生 と共に存在する。 もっとも生 々とした ものはもっとも野

生的なものである。」

Thoreauは か く述べ ている。 また,文 学 の上ではrminstrelsの 時 代か ら

湖畔詩人に到 るまでの英文学 にお いて,ChaucerやSpenserやMilt・n

それ にShakespeareさ え含 めて,こ の意味 で まった く新鮮で野生 的な調子

の もの といえ るのはない。それ らは ギ リシ ャや ローマを反映 している。本

質 的にな らされ文明化 した文学であ る。その野生的な ものは緑林 であ り,

そ の野生 的な人間はRobinHoodで あ る。 がそれ も気持 よく自然を愛す

るところは沢山あ って も,自 然 その ものは余 りない。

この野生 に対 す る憧れを十分に表 してい る詩で引用すべ きものを知 らな

い。Augustan時 代 やElizabethan時 代 では,要 す るに,如 何な るculture

を 以 って して もそれで は与 え得 ない ところのあ るものを私が求め てい るの

を諸君 は感知 され るだ ろ う。如何 なるもの よりもMythologyが そ れに近

い。」 とか くThoreauはWildernessを 求 め,そ れに よって生 々と した生

命 の力を吸い取ろ うと した。だか ら世俗的 なアメ リカの人 々が西部に向 っ

たの とは,そ の表面は一寸似 てい ても,内 なる精神が全 く異 ってい る。 で
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はそれは どの よ うに異 っていたのか。 同 じ時代の他の詩人や作家 でよ く似

た人 々があ ったか。 ここに二,三 その例をあげ て比較 して見 よ う。

フランスのJean-JacquesRousseau(1712～1778)やCbateaubriand

(1768～1848),イ ギ リスのWilliamWordsworth(1770～1850),そ れ に ア

メ リカのJamesFenimoreCooper(1789～1851),こ れ らの人hは いずれ

も自然 の美を描き,自 然を愛 した人達 であ り,時 代的にはRousseauが 少

し早い位で,後 の三 者はTh・reauと もほぼ同時代であ った。

ジュネーブ生 れのRousseauは ス イスの美 しい山や湖や牧場を背景 とす

るものを描いて フランス文学 に初 あてとい って よい位 自然の美を讃 え,人

為的な ものは人 を駄 目にす ると,文 明の諸悪に挑戦 し,人 為的人 間に対す

る自然人の優 位を示 し,Returntonatureを 説 いた。

Chateaubriandは23歳(1791)の 時,未 知 の 世界を求めてア メ リカに

渡 り,そ の原始 的な 自然に魅惑 され,後 に 出 したAtalaやReneの 中 に も

そ うした 自然 の魅 力を描いてい るが フラ ンス大革命 で倒れた彼の母 の遺言

もあ って カ トリックとなった彼 の自然観は 自 らThoreauの とは 異 って き

た。

Wordsworthは そ の故 郷のCumberlandやWestmorlandの 豊 か な美 し

い 自然の美やそれに対 する郷愁を 自伝的 な長詩ThePreludeや そ の他の詩

で歌 ったが,あ の湖畔地方 とは比較にな らない程に野生的で雄 大 な 自 然

が この新大陸 の西部 には到 る ところにあった。Pantheismで あ っ た 点 は

Thoreauと も似てい るが よく見 ればいろいろ相違点が感ぜ られ る。

ところがCooperは 同 じ米人 であ り,そ の荒野を背景 と した英雄的 な人

物 を描いてい る。 しか しそのCooperはNewYork州 のCooperstownの

大 地主 の家に生 れた し,荒 野を讃美 した とて,決 して好ん で荒野に住みは

しなか った。殊に結婚後はNewYork市 近 に紳 農 として,立 派 な家に住

いなが ら,過 去の記憶 に より,想 像 によって,新 鮮な 自然の荒野 へ,ア メ

リカ建国の精 神の支配す る辺境 へ と立 ち帰 って,そ の荒野の中の勇 ましい
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Indianや 辺境開拓者や独立戦争時のことを題材にして,民 主的な英雄の

理想像を描 こうとしたのであった。

Thoreauに はそれ らの人々とは異った彼独特なところがあった。彼は

誰よりもさらにさらに深 く自然に接 して,自 然のあ らゆる現象や,動 植物

の生態まで詳細に観察したので,一 見非常に科学者風にも見えるが実はき

わめて詩人的であ り,な お哲学的宗教的でさえある。彼は天地宇宙にみな

ぎる神秘な霊あるいは生命と己が生命との不思議な触れ合いを感 じ,今 度

は己が心の開拓者となって心中の 「西部」「荒地」を 求めて果 しない精神

的旅を続けたのである。それにはどうしても自由が必要である。そこで彼

は生活をできるだけ簡素に して,あ らゆる余計なものを去って,独 り自然

の中に赴いた。Wildernessの 世界はその豊かな美 と自由さでこのThorcau

の身と心を迎えた。

元々北 アメリカ大陸は原始的なインディアンがあちこちに小さな部族を

なして住んでいたので,い わばその頃は野性味と自然の美を備えた豊かな

処女地が果 し無 く拡がっていた。そ こへ真先にスペインの征服者や布教師

が東南部沿岸地方やカリフォルニア等に来 り,そ れに次いで フランスの冒

険的な商人が東部カナダ国境地方か らミシシッピーの渓谷辺へ 這 入 り込

み,続 いて英国からの植民者たちが渡来 し,欧 州か らも移住 して くるし,

こうしてこの北米大陸は追hと その姿を変えて行った。そして遂には英国

は大西洋岸の南北に長い地帯を植民地として開拓するに到って人 口も急に

増加し,新 しい都市を形成 し,西 欧の文化を伝来 した社会が発 展 し始 め

た。そしていわゆる七年戦争(1756～1763)に よって英国は北米大陸にお

ける仏国の勢力を駆逐 し,ス ペインも後退させ,さ らにインディアンも一

時鎮圧 して,ア パラチア山脈(Appalachianmtns)以 西の広大で自然豊か

な土地への進出という大きな可能性ができてきた。 しか し英政府の植民地

政策としては,こ の山脈の西側の広大な地方を開拓させる場合は,統 治上

の困難も起こるであろうといろいろの議論があったが,山 脈の東側が次第
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に飽和状態にな ると人hは 新 しい広 々と した 自由の土地を求めて,山 脈 の

谷 を縫 って,西 へ下 り,Pennsylvaniaの 西 部,Ohio,Kentucky,Tennessee

な どへ流 出して行 った。やがて独立戦争(1775～1783)と な り,そ の上 イ

ンデ ィアンか らの攻撃 もあ り,英 国が植 民地 として難 問 としていた広大な

西部の統治は独 立戦争後の米政府に とって もなか なか重大 な問 題 で あ っ

た。その上外 国の干渉 や各州の要求,土 地 の投機家や商人 の思惑 な どこの

西部の問題 は容 易でなか ったが,西 部へ の移住は堤防を越 えた洪水 のよ う

に大 きな 自然 の勢 とな って発展 して行 った。 こ うしてやがて,Mississippi

河が 合衆 国の西 の境に なろ うと し,第 三代大統領Th・masJeffers・nの 時

にはLouisiana(こ こでい うLouisianaは 今 の とは違 って東西は ミシシ ッ

ピー河か らロ ッキ ー山脈,南 北は メキ シコ湾 か らカナ ダ国境に達 す る広大

な範囲であ った。)を1803年 に うまく仏 国か ら購入 したので,こ の領域 へ

の移住が促進 された。そ して政府の命 を うけて,LewisとClarkの 両 名 は

MississipPiか ら ロ ッキ ー山脈を越 えて大平洋岸へ到 る大 探検を1804年 か ら

2年 間にわた って決行 した。 この時の 日記は,TheLewisandGlarkJournals

と して10年 後 の1814年 に 刊行 されてい る。 か く して1Vlinnes・to,1・wa,

NorthDakota,SouthDakota,1¥Tebraska,Kansasへ の移住 の路が 開かれ,

さ らに1812年 の戦争 の結果MississipPiま で のMexico湾 岸 の開拓が でき

るよ うにな り,戦 後再 び平和 とな るや西部 をさ して米人 は これ までにない

大移 住を始 めた。そ して1830年 代 には開拓の境界線はMissouri河 に 達 し

た。1845年 に はTexasを 併 合 し,1846年 に はOreg・n問 題が解決,1848

年 に はCaliforniaを 手 に入れ1853年 に は メキ シ コか ら広大 な領土を手に

入れた。以上の ような歴史的 な領土拡大 の 事 実 と,1849年 のCalifornia

にお け るよ うな幾つか のgoldrushと は 元来businesslikeで 冒険好 きの米

人 の心を強 くひ きつ け,ロ ッキー山脈 を越 えて遠 く大 平洋岸 まで大 きな希

望 を懐 いて行 く人が多 くな った。そ してCaliforniaに 限 らず,Nevadaや

Coloradoへ さ え も到 り,MississipPiの 谷 や 同沿岸 の平野へ続 々と移住 し
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て,い わゆ るGreatMigration(大 移 民)の 時代 とな った。 もち ろん欧州

か ら新 しく渡来 した者 も非常に大勢あ った。 こ うして辺境が遠 く拡が りゆ

くにつれ て東部 は もちろん中部 も益 々人 口が増加 して い っ た。1812年 に

人 口13,000で あ ったIllinoisが1850年 に は85万 人 に増加 した といわれ

てい るのを見 て も如何 に この大移住がす さま じい ものであ ったかが察せ ら

れ る。

Monroe大 統 領があの有名なMonroeDoctrineを 宣 言 したのは1823年

で 欧州か らの不干渉主 義非植民主義を掲げ て自分の縄張 りを した のだが さ

らに米国は未開人や後進 国の領地 を征服 し,そ の代 りに優れた ア メ リカ体

制を太平洋岸 まで拡大 し,こ れ は神が アメ リカに与 え給 うた天命`Manifest

Destiny'「 明 白な宿命」であ ると したが,そ れは インディア ン保護領は も

ちろん,外 国領へ まで侵入 して既成事実を積 み重ね,西 部へ西部 へ と拡げ

て行 った 開拓民 のおそ ろ しい力がその基盤を成 してい る。

1870年 代 の中葉 に本格的に 開始 された大平原地帯へ の移住は1880年 に

は西経100度 線 を越え,80年 代 の後半にはKansas・Nebraska・Dakotaの

西 部 とColoradoの 東 部 に向って,農 民,商 人,職 員,投 機 家が押 し寄せ

た 。 しか し1890年 に は国勢 調査報告は西部frontierlineの 消 滅を伝 えて

い る。

Thoreauの 祖 父が アメ リカに移 住 した のは独立戦争 前2年 の1773年 で

あ るが,Henryが 生 れたのは1817年,Walden湖 畔 に独居を始 めた のが

1845年 でそれは 米国がTexasを 手 に入れた年 であ り,死 んだのは1862年

だ か ら彼 の生涯は丁度 こ うした大移 住の行 なわれていた最 中で あるか ら,

西 部への大移住 とい う大 きな社会的現 象は もとよ り,彼 に とって も大 きな

関心事で あったであ ろ う。 しか し彼が西部に強い関心を持 っていた とて,

そ れは彼が普通人 の ように開拓や金鉱を 目指 してでな く,彼 が 目指 したの

は西部す なわ ちWildnessで,そ れ もそのWildnessの もつ 自然 の美 と力 と

自由さが大 きな魅 力であ った。彼は地 理的に遠い西部を 目ざ して行 く替 り
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にConcordか らほんの1哩 半位のところのWalden湖 畔に赴いて,Alcott

から借 りた斧で樹を切 り倒して材木として自ら小舎を建てて2年 と2ヵ 月

独居 した。 これは西部へ赴いて開拓を始めた人々の様子とは一見似ている

が全 く似ても似つかぬものであった。成程普通の移住者達は最初は余儀な

く簡素な生活もしたであろうが,開 拓が進むにつれて豊かな俗人の生活を

したのであるが,Thoreauは 自ら好んでSimplelifeに よって,で きるだ

け余計なものを去 り,「 人生の本質的な事実にのみ直面 し,そ れか ら教わ

らなければならぬことを学び得ないかどうか,ま た死に臨んだ時自分が本

当の生活をしていなかったことを発見 し得ないかどうかを知るため,悠 々

自適 したかったか らこそあの森へ行ったのだ。人生でないような生活を し

たくはなかった。生 くることはそんなに高価なものなのだ。また どうして

も止むを得ないのでなければ人生抛棄を実行 した くはなかった。私は深 く

生活し,人 生のあらゆる精髄を吸収 したかった。」

このようにThoreauはWaldenの`WherellivedandWhatllinedfor'

という章中で彼の独居の真の目的を述べている。かくして,彼 は自分の住

む ところは天文学者達が夜毎に見る多 くの天体とも同 じ位遠 くに離れてお

り,宇 宙の中のかくも離れた,だ が,永 久に新 しく,穢 れざるところに自

分の家が実際に位置を占めていることを発見 したのであった。そ して朝眼

覚めては湖で水を浴び,ボ ー トを浮べては白日の夢を見 おしげなく陽光

の中の豊かな日々を送 り,し かも仕事場や教卓でそうした日時を浪費しな

かったことを後悔 しなかった。なぜなら,そ うしている間に彼は身心のこ

よなき喜びを感 じ,生 気をとりもどし,内 的に豊かな所産があ った か ら

だ。

しか し,そ の湖畔を離れて以来,樵 が森の樹を一層切 り荒 しているのを

嘆いているし,そ の湖が何処にあるかもしらない村人達は,少 くともガソ

ジス河のように神聖であるべきこの湖水で浴びた り,水 を飲んだ りする替

りにパイプを村にひいて,皿 を洗お うとしているといっている。
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私がWalden湖 を訪ずれた時二,三 十名の者が水浴 していた。私もその

仲間入 りをした。水は清 く,湖 水の周囲は森でとりまかれていた。おそ ら

くThoreauが この湖畔に住んだ頃はもっと大 きな 樹が鬱蒼と茂 っていた

のであろ う。

これが若し今の日本であった らまたた くまに別荘が立ち並び,ホ テルが

できて観光客が押しよせ,水 はよごれ,森 もなくなるのではな い か と想

われた。 そんな情景を見た らThoreauは なんというであろうか。今でも

Waldenの 湖畔にはほとんど家を見ず,森 が取 りまいている。唯道路はよ

くなって自動車もバスも通るが湖畔をめ ぐる路へは車は這入れないように

してある。

III

前 の節ではThoreauの 時代 を中心 として,そ の前後の北 ア メ リカの自然

とそ こへ移住 して行 った民族 の動 き,西 部へ西部へ と移住 して行 った歴史

的 事実,彼 と同 じよ うな作家 の自然に対す る態度等 広い周囲の背 景につい

て述べ たが,今 度はThoreau自 身 の家庭的個人的背景について述べ よう。

H.D.Thoreauは1817年(文 化14年)の7月20日 にMassachusetts州

のconcordにJohnThoreauを 父 とし,cynthiaDunbarを 母 として生

れた。

そ して このJohnの 父す なわ ちHenryの 祖 父は英仏海峡の仏 本土に近

い ところにあ るJersey島 の フランス系 の裕富 な家 の 出 で,1773年 にSt・

Helierか らNewEnglandに 移 住 して,ス コ ッ トラソ ド系の婦 人 と結婚

し,ボ ス トンで商売 をや っていたが,1801年 にConcordで 死 んだ。John

も商 売 をや っていた が事業に失敗 して父か ら うけ継 いだ財産 をな くして,

鉛 筆製 造の仕事を始 めた。小柄で物静かで,実 直で仕事熱心 で しか るべ き

時 には友人 とも親 しくし,社 交的で もあ った とい うことであ る。Henryの

母Cynthiaは 背 は高 く,き りっとした顔だ ちで,機 智に富 み,よ い 声
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で上手 に歌を唄 った し,口 達者で会話を しば しば一 人 じめに し て い た
。

Cynthiaの 父TheRev・AsaDunbarは1787年 に死 んだ ので後家 とな
っ

たそ の母すなわ ちHenryの 祖母 は後にMinottと い うConcordの 百 姓 と

再婚 した・Cyn・hi・ の 兄弟Ch・ ・1・・Dunb・ ・ はDunb・ ・ 家 の奇 妙 な特色

であ るwitに 富 み,風 変 りで奇妙 な放浪の生活をお く り
,町 か ら町へ さ

す らった。 こうした性質 はThoreauに も繋 りがあ るよ うに想 われ る
。

CynthiaがJohnと 結 婚 したのは1812年 でHelen(1812)
,John(1814),

Henry(1817)そ れ にSophia(1819)の 二 男二女を生んだが
,Henryが 三

番 目の子と して1817年 の7月12日 に 生れた家は彼の祖母Minottの あ の

家 で・それはC・nc・rd村 の 中心か らいえば東方に当るPineHillの 手 前

のVirginiaRoadに 沿 うた ところにあ って当時すでに随分古 びた家で果樹

園や牧場に と りまかれ ていた。 この祖母 の家にHenryは 生 れ てか ら8カ

月問程住んでいたがそ こか らConcordの 端 れのLexingtonRoad沿 い の

家 に移 ってまた 同 じ位 の期間 を 過 し,1818年 に両親 は5ケ 年程Concord

を離 れ て,そ の間,そ こか ら十哩離 れたChelmsfordと い う町で暮 し,そ

の後Bostanへ 移 った。

Henryが 始 めて学校 へ行った のは このBostonに い る時であ
った。 だが

両親のやっていた商 売はChelmsfordで もBostonで も思わ しくな く,1823

年 に は再びC・ncordへ 帰 り,そ れ以後そ こに落付 いた ので,後 年に おい

てConcordと い う地名 とThoreauと い う人名がか くも密接 な関係 を もつ

よ うになろ うとは誰 も夢想だに していなか った。

このConcordと い うのはBostonの 西北20哩 位 の ところにあ る村で
,

Henryの 小 供時代には約二千の住民が散 らば り住む村 の中心 であ
った。

このConcordと い う名 は 「調和」を意味す る。 それは ここが古 くはイ ン

デ ィア ンが住ん でいた ところであ ったのを1635年 に 戦 うことな く平 和 裡

に イ ソデ ィアンか ら買い うけて殖 民地 と したが故 であった。

このConcordの 河 にかか ってい る01dNorthBridgeは1775年4月19

-13一



Thoreau文 学 の背景

日のア メ リカ独 立戦 争勃発時 の戦 のあ った記念す べき ところであ り,橋 の

た もとにはその記念碑や墓があ る。1825年 に 独立戦争50年 記 念祭が開催

された時Henryは 幼 少7歳 であ ったが,そ の記念祭に 出かけて行 った よ

うである。

私はConc・rdを 訪 ずれて,河 にかか ってい る この古 い木橋 の上に立 っ

て ここが独立戦争 の最初 の火ぶたを切 った ところか と感慨無量であ った。

こち ら側 の岸べ には樹木が茂 り,向 う岸には丘が起伏 して居 り,静 かな河

面 を若 い カ ップルがボー トを漕 いでいた。絵 になる眺 望 で あ っ た。Con-

cordは この戦 で早 くか ら知 られ ていたが,後 にはEmerson,Thoreauな

どのtranscendentalists達 が 定住 して超越主義運動 の中心地 とな ったため,

ア メ リカ文学史上非常に重要な意、味のあ る土地 とな った。

私がC・ncordを 訪 ずれたのは今か ら7年 前 の1964年 で あったがその時

で も奇麗な道 路をは さんでぽつ ぽつ住宅が あ り,い ずれ も樹木 の多い庭が

あ るので,至 極 閑静 な田舎 とい う感 じであ った。だか らThoreau時 代 とあ

ま り変 らないの じゃないか と想われ る程であ った。 日々急速に 田舎 が都会

化す る日本の有様を常 に 目撃 している自分には不思議 な程 の想であ った。

Emersonそ の 他の文人達 が住んでいた 家 々 も た ず ね て み た。 で も

Thoreauの 時 代 の村は少 くとも,も っともっ と閑静 だ った ことであろ う。

当時 のConcordの 住 民は農民が主で,店 とい って も雑貨店 が あ る 位

で,大 低何で もそ こで売 っていた らしく,住 民は素朴で貧富の差 もあ ま り

な く,村 は和 かな気 分だった らしい。Concordの 指 導的 な人物 と い え ば

Thoreauの 誕 生後 も長い間Unitarian派 の 村の牧 師で`OldManse'(後 に

1{awthorneが 住 んだ)に 住 んでいたDr・Riplcyと 他 にはSamuelHoar

位 でDr.Ripleyは50年 以上 もここで牧師を していた し・HenryThoreau

に洗 礼を施 したの も彼であ った。

Concord周 辺 は概 して平坦な草地 が多 く,そ の中をAssabetRiverが 東

北に 向って流れ,SudburyRiverとConcord村 の北端 で合流 してConcord
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河 とな り,そ れがやが てMerrimack河 とな るのであ る。

C・nc・rdの 村 の中心 には広場があ り,枝 を拡げた楡 の木 と白塗 の木造 の

教会堂があった。

Thoreauは こ うした環 境に生 れた が子供 時代 は村 の他 の子供 ら と同 じよ

うに牝牛を牧場へ追 うてゆ く仕事 もしていた。彼 は雷が嫌 いでごろごろ鳴

り出す と直 ぐに家へ逃げ帰 ったそ うだが,な か なか きか ん気で,意 志が強 く

真面 目であ った。 この意志が強 く真面 目であ ったのは彼の兄弟姉 妹四人に

共通す る性質 のよ うであったが,Sanbornに よれば上 の二人すなわ ちHelen

とJohnは 父 方 の血を余計に受 け,下 の二人す なわ ちHenryとSophia

とは母方 の血を余計 に受 けていた よ うであ る。 しか し 「実 際 はThorcau

家 の 特徴はHenryに だ け顕著であ る」 と附 言 してい る。(Sanborn'sIn-

troductiontoWalden.The-worldclassicsseries,P.X.p.30)

彼 らはいずれ も教職 につ いた事が あ り,ま た後には奴隷制度反対 のため

に協力 もした。

Henryは1830年 頃Concordの ア カデ ミーでギ リシ ャ語を学 び,1833

年 に はHarvard大 学 に入学 し,H・11isHallに 寄 宿 した。彼の家は大学へ

や る程に豊 かで はなか ったので叔母や姉が学費 の一部 を負担 した。だか ら

彼 も休みには個 人教 授を した りして学費稼 ぎを した。 また大学の2年 の時

にはBostonに 近 いCantonで 牧 師Brownsonの 経 営す る学校で教 えなが

ら自分 も独逸語 の勉強を した。1834年 にC・ncordに 定 住 したEmcrsonが

当時 のHarvard大 学 長のJosiahQuincy宛 に手紙 を出 してThoreauへ の

奨学金下附方を依頼 したのは この頃 の ことであ った。 それ に対 して学長か

らEmersonV`一 出 した手紙(Sanborn:-Thoreau,PP・53～54)に はThoreau

は真 面 目だが成績が悪 くなって るのは病気 のためだ と思 う。規則 に よる と

給費生 に推薦で きないのだが,特 別 の計いで25ド ル 出るよ うにな った。

病後帰校 してか ら,Th・rcauの 勉 強振 りについ てど うや ら彼に不 利な見方

を されている ようだが,そ れが何 のた めか分 らないが私は彼の`thegood-
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nessofhisheartandthestrictllessofhismoralprinciple .,「善 良な心 と

厳格な道義心」を十分認めているので,彼 のために現状 の下 でで き得 るだ

けの ことを しま した,と い う意 味の返事を書 いている。

彼がHarvard大 学 時代 に病気を した り,ま た幾 らか学校 の制度に対 す

る反 感 もあった りして,成 績 も思わ しくな く,教 授達か らは十分理解 され

ないで,Thoreau一 家 の心配の種 になった らしい。

彼 と同 じ頃 であったHaskinsは,「 大 学でThoreauは あ ま り印象に残 ら

なかった 。彼は学問ではち っとも秀れ ていなかった し,文 学 的趣味 を もって

るとも知 られ ていなか った。大学の機関雑誌`Harvardiana'に は 未だ寄稿

した事が なか った。……われわれが卒業 した時代には,彼 が将来傑 出す るの

を期待す る者 な ど彼を知 ってるものにいたか ど うか疑わ しい」(TheRev.

D・G・HaskinsinhisRalphWaldoEmerson ,Boston,1887.)と い っている。

Thoreauは1837年8月 に大学を卒業 した
。彼 の級友の一人Rev.John

Weissが 学 生 時代 のThoreauの 印 象を誌 してい る が そ れ(Rev .J・hn

weiss;ChristianExaminer,Boston,July1865.)に よ ると彼は ・coldand

unimpressible'「 冷 淡かつ非印象 的」 で人に構わず
,級 友達は彼か ら遠 くに

離 れていた よ うだ。 目鼻立は大 きいが想いに沈み,`mysticegoism'「 神 秘

的 な自我 意識」にかた まったエジプ トの彫刻 に何処か非常に似てい るよ う

に想われたのを憶 い出す,と い うことであ った。

  'Yet his eyes were sometimessearching as if he had dropped
, or expected 

to find something. In fact his eyes seldom left the ground
, even in his 

most earnest conversations with  you.  '

「だが彼の眼は時々落し物をしているように 何かを探 していた。 事実

彼の眼は人 ときわめて熱心に話している時でさx,地 面か ら離れること

は まれであった。」
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また 彼は古い英文学 の研究に熱心で,Chauccr以 後 エ リザベス朝を通 じ

て詩の本 を沢山 もってお り,こ うした ものに じっ くり熱 意を燃 や し て い

た,と の ことであ った。

この級友 の想い 出が何処 まで当時のThoreauの 実 相 にふれてい るかは,

兎 に角,彼 のある面を とらえてい るのであ ろ う。 この大 学時代 にThoreau

の 自意 識が段 々 と目覚め て,社 会的位置へ の反省 とな り,多 少は周囲に対

す る反 抗心を刺激 したか も しれ ないが,常 に心を内に向けて内的航海の進

路 を求めていた ようであ る。 また講師の一人Channing(そ の甥 のEllery

Channingは 後 に彼の もっ とも親 しい友 となった)の 教えか らは少 くとも

い ろい ろな知的な利益を得 たのであ った。

Th・reauは 大 学 卒業の翌年春Dr・RipleyやQuincy学 長 やEmcrs・nの

推 薦状を持 ってMaineの 方 へ就職運動に行 った。三者いずれ も彼 の こと

を学業人物共に立 派 な人 で あ る と 推奨 しているが,結 局その就職は駄 目

で,後 間 もな く,彼 はConcordで 私 熟 を開いて,午 前に4時 間,午 後に

2時 間位教え,後 は少 し本 を読 んだ り,野 原を逍遙 した りした。 その後兄

Johnと 共 に教 えていたが,そ れ も2年 位 で町の学務委員 との意見 の相違

もあって,学 校を閉鎖 した。

「若 し私が何か芸術や科学に 関す る ものを 子供 に学ばせ よ うと欲す るな

ら,私 は唯誰か教授 の下へや るよ うな普通 のコースを とらない。 そ こでは

教 え られ また実習 されもす るが,生 活 の術は教え られ ないか ら。 ……驚 い

た事 に,私 が大学 を出る際に君は航海 術を学 んだ のだ と告げ られ た!ど

うして,私 が も し港 を船 で一回 りで も していた ら,私 は航海 につ いて もっ

と知 っていたであろ うに。」(Waldened・byG・Lshanleyp・51・)と 後に

書 いているが,彼 は大学にい る時か らすでに 自分 自身生活 の実 験 に よ っ

て,生 活 の術を また生活 の意義を知 ろ うと した。それ も単 なる処世術 では

な く,内 的 な意義 あ る生活 である。彼が孤独が ちであ ったの も,下 を向い

て何 かを探 してい る様子であった のも自 らの心 の内に何かを常 に求めてい
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たのであろ う。 とい って大学がThoreauに と って無益 であ った とはいえ

ない。Emersonの 言 を まつ まで もな く,Harvard大 学 が彼に 大 い に 役

立 った ことは もちろんで あろ う。 だが彼は英詩 を 耽読 し,SirDavenant

(1606～1668)の(70η 踊67'(1651)の 研 究 には特に力を入れた。彼に とっ

ては教授 の講 義 よりも図書舘 の書物や 自分 のもつ本がず っ と余計に心 の糧

となった。か く大学 は直接 よりも間接的に大いに役立 った。 なお彼 もい っ

ている ように何 より自分 自身を表現す ること,`t・expresshimself'(Th・reau's

letterof1843)を 大 学 で学 んだ。

彼 はHarvardに 住 んでいる間 も戸外生活を愛 した り,野 外で研究 しよ

うとす る気持が減退 した訳でな く,む しろ,反 対 に修辞 学や数学 をや ると

同 じように熱心に博物 の研究をや り,ギ リシ ャ古典 に対 する と同 じように

イ ンデ ィア ソの遺跡 を とて も大切に思 った。いや さらに彼は体はHarvard一

大 学 の一員で あっても心魂は遠 く古い友なるNatureの 同情 を求め て恋い

慕 った。

IV

彼が自分の思想を 日記として書留め始めたのは大学卒業後のことであっ

た。彼は卒業と同じ年1837年 には文人Emcrsonと 親 しくなった。このこ

とは彼が真剣に文学をやろ うとするのに拍車をかけた形となった。

彼は自分の運命づけ られた,さ けられない仕事として自然に対 した。そ

れも科学者として自然を研究するというよりはいわゆるpoet-naturalistと

して自然と親しみ自然を讃歌 した。

彼は性来器用な人だったので生計のためには必要 とあればいろいろのこ

とをした。ボー トも造れば,垣 根や庭木の手入れもや り,土 地の測量 もや

った。もちろん家業の鉛筆製造の仕事もした。 しか し毎 日定 まった仕事を

するように義務づけられるよりは,こ うしたアルーイ ト式な仕事を時々し

て自分の自由な時間をできるだけ多 くすることを好んだ。当時のアメリカ・
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北 部では もうそろそ ろ商工業が栄え始めてお り,世 俗人 は富 の獲 得に余念

ない様子であ ったか ら,無 理 して大学 は出た ものの貧 しい家 に育 った彼の

ことだか ら,普 通 な らそ うした世俗人 の一人 となるべ き ところをその浅薄

無 意味 な生 活態度 を嫌 い,反 対 に野生 を好み,自 然を友 とし,主 観 の世 界

へ ます ます深 くは い って行 った。 これ は彼の性格 が内省的であった ことに

もよるが,ま た彼 が 自然 に人一倍魅せ られ ていたか らで もあ った。

彼は もちろん家業 の鉛筆製造業 も手伝 った。彼はそれを少年 の頃か ら習

い覚 えていて,な かなかの熟練工 で もあった。学校 を閉鎖 した後 しば らく

この仕事に従事 していた。 この仕事は彼 の生活の基礎 として一生 彼に とっ

て 役立 った ようで あ る。 で も決 してず っとそれに従 事 したのではな く,む

しろ,時 々手伝 った といった方が よいか も しれない。

彼の詩作 は1836年 頃 に始 まる。初期 の 詩 に はDavenantやGeorge

Hcrbertな どの影 響がみ られ る。1841年 頃 には詩に対 す る興味 も少 しうす

れ,Emersonの 忠 告 もあった りして 自分の若 い頃 の詩 の大部分 を破 り棄 て,

そ れか らはPr・seの 方 に 力 を 注いだ。それで も彼の詩は相当数残 ってお

り,人 に よってはそ の価値 を高 く認 めてい る。初期の詩の中 翫Vita「 人

生 とは」ばブラウン婦人の家へ投げ込んだ といわれ ているもので,こ の夫人

はThoreauとEmersonと を 結 びつけ る役 目を した人 であ った。 も う一 つ

の 詩 のηψα吻 は牧師 の娘EllenSewallに 対 す る愛を暗示す るもので,兄 も

そ の乙女を愛 して いるのを知 って,彼 はあ き らめた とい うepisodeが あ

る。

Thoreauの 散 文 の最初期 のものは,1834年 彼 の17歳 の 頃の もので,そ

の 中で 自分の思想や 感情や経験を 日記 として認めてお くことの大 切な こと

を述べ てい る。彼 の後の 」・urnalsは彼 の著作 の過半を しめ,そ の他の著作

に もJournalsか らの材料 をぬきだ した り,整 理 してそれになお書 き加えた

もの もあ り,Thoreau文 学 と しても,Thorcauの 思想 を見 る上に も彼 の

　Journalsは きわめ て重大 な意 味のあ るものである。
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彼 のいわゆ るJournalsの 最 初 の記入 日付は1837年10月22日 で あ る。

1839年8月31日 か ら1週 間の間,Thorcauが 兄Johnと 共 にConc・rd

河 を 下 り,さ らにMerrimac河 を 溯 って旅行 した時 の ことはAWeekonthe

ConcordaaadMerrimacRiversと して10年 後 に彼の第一作 と して出版 された。

それはその時 の紀行に幾 多の感 想や思想 を盛 り込 んだ もので,そ れは彼

の 「日記」や詩 の草稿 大 学時代 のEssayか ら取 り出 した ものが多 い。

「土 曜 日」 の章にはいろいろ魚類 につ いて,そ の棲息す る自然について,

精 密な観察や記録があ り,

「日曜 日」 の章 では7哩 の舟旅 を了えて着 いたBillerica村 の 描写か ら始

ま り,彼 は声を強めて野蛮性礼讃をす る。やがてBillerica瀑 布 の上 手か

ら森中を6哩 にわた って流 れ る運 河に出て,一一人が下 りて岸辺伝 いに舟 を

曳い て行 き,遂 に メ リマ ック河に 出る。彼 の筆はやが て宗教論 とな る。 そ

こにはす でに彼 の汎神論的宗教観が現われてい る。詩 論や文体 論 も出る。

RabbitIslandを 回 ってTyngsboroughに 着 き,テ ン トを張 る。

「月曜 日」 は朝霧 こめ る河を溯 る。 いつ の間にか政治論が 出る。 次 に歴

史や伝記や音楽について語 る。

「火曜 日」MerrimacとLitchfieldの 間 を通 りCromwell'sFallsやMoore's

Fallsを 通 ってBed{brd町 に 着 く。沿岸 の景色や住 民についての描 写 もう

まい。

「水曜 日」 この章ではfriendshipに つ い て述べ てお り,友 惰 について言

い得 るあ らゆる ことは,花 に対 す る植物学 のよ うな もので,い くら議論 し

た とて友情 の自然 の美 しさを説明す ることはで きぬ といい,さ らに,友 は

私 の肉の肉であ り,骨 の骨であ るとさえい ってい る。

「木曜 日」あ る百姓家に物を預け,Pemigewasset河 に沿 う森 中の路 を通

ってAgi・c・ch・ ・ の山頂に到達。 次の木 曜 日あ る百姓家 に帰 り,正 午に舟

出 して帰路 につ いた。下 りの舟 は早 く,夜 にな るとMerrimac河 畔 にテ ン

トを張 った。 この章では天才 と詩人についての意見,ゲ ーテに対す る批判

一20一



Thoreau文 学 の背景

もある。

「金躍 日」 この1日 の内に50哩 の旅を了えた。野生 的 な 英 雄Osianを

礼 讃 した り,天 才Chaucerに 対 する謳歌 もある。

この著作の随所 に引用 され た多 くの詩文は彼 の読 書 の範 囲が如 何に広か

ったか をも示すに足る。

また この舟旅 に用 い られたボー トは後にN.Hawthorneの 所 有 とな っ

た。

rThoreauとEmersonと の 関係」 はその題下 で発表 した拙稿(英 米学研

究第4号,1967.)を 参 照 して貰 いたいが,当 時 アメ リカ思想界 の指導的

地位にあったEmersonがThoreauに 大 きな影響 を与 えた ことは い うまで

もないが,そ もそ も二人が知 り合 うに到 った動機 は次 の ようであ った。す

なわち,Emcrsonの 縁 者に当 るBrown夫 人 がThorcauの 母 を訪ねて対

談中,話 題 がそ の頃Concordで 催 したEmersonの 講 演 のことにお よび,

傍 に'いたThoreauの 姉Helenが 弟HenryもEmersonの 意 見 と同 じこ

とを彼 の日記 に書 いている とそ の 日記を見せたので,こ の こと を 聞 い て

Emersonは 会 いたい といい,こ うして二人の交 りが始 まった。

この ことか らして もす でに二 人の問に前 々か ら相通ず るところがあ った

のであ る。それ がEmersonと の親交に よって ます ます刺激開発 された と

いって よかろ う。

か くして彼はTranscendentalismの 仲 間入を したのであ る。

このtranscendentalismと い う言葉は元 々制 限を超越す る意 味 の あ る

Latinの 動 詞transcendereか らきているので,一 般的 な意味で は,窮 極的

な実在 の超越的 な性質を説 く哲学の ことを英語では意 味す る し,そ れ は元

来HegelやFichte特 にKantの 独 逸哲学か らきてい る。 それ が後には

1830年 頃 か らNcwEnglandに お い て始 まった運 動に漠然 と用 い られるに

到 り,つ いには,は っき りとEmersonやThoreauな どに対 して用 い られ

るよ うにな った。
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NewEnglandtranscendentalismは い ろいろな形式 で表現 され た思想体

系 で,そ の源泉は三つ あ り,ま ず第一一にそれ はある程度 はPuritanismに

対 する 思想的反抗か ら 自然 に発達 した もの といえる。 第二 には前述の18

世 紀 の独逸 哲学のxたidealworldの 観 念が英国のColeridgeやCarlyle

に よって復興 され,次 いで アメ リカに も大 きな影 響を与}た 。なお第三に

は東洋思想 の影響があ った。ペル シ ャや印度や支 那の古い経典 な どの飜 訳

が現われ,か つ読 まれ始め,こ の時代の偉大 なア メ リカの作家達 はそ うし

た ものを知 っていた。Emersonこ とにThoreauは そ の点 で特筆 すべ きで

ある。

アメ リカ人 の熱情的 な性質は間 もな くこの新 しい人生観 をいろいろな方

面 で表わ したが,そ の中に も次の五 つは考慮 すべ き価値 があ る。

1.Unitarianism・ こ のUnitarianismはPuritanchurch内 に 生 じ,後

にそれか ら分離 した新 しい一 宗派 で,そ の神学はimpersonaldeityの 存 在

とすべて の創造物の統 合 とdivineIoveの 普 遍性 を教 えた。それ はいか な

る種類のdogmaに も,儀 式 に もとらわれ なか った。そ してUnitarianism

の 新 しい指導者達はtranscendcntalismの 宗 教的様相を強調 した。

Rev・Dr・,W・E・Channingは こ うしたUnitarian派 の牧 師 と してtrans-

cendentalismへ の道を示 し,最 初Unitarian派 の牧 師だ ったEmersonは

牧 師を よしてtranscendentalismの も っとも代表的人物 とな った。

2.Communityliving・transcendcntalismの 新 しい理想に興味を持 った

多 くの人達 は人 間は皆互に兄弟同胞であ るとい うことを痛 感 した。彼 らは

理想 の共 同社会 を建設す る ことに よって現今の社会の邪悪か ら脱 しよ うと

した。

これ らの計画中 もっ とも有名 なのはGeorgeRipleyやMargaretFuUer

が1841年 に 設立 した`BrookFarm'で あ った。 またAm・sAlcottは1843

年 にHarvardの 近 くの地 所を手に入れて友 人達 とともに`Fruitlands'と

称 す るCommunityを 計 画 した。他に もそ うしたのがあったが いずれ も失
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敗で,`BrookFarm'は1847年 に 解散 し,`Fruitlands'は1年 足 らずで止

めて しまった。 しか しそれ らは多 くの人 々が新 しい理 想に注いだ熱情を現

してい る。

Thorcauは`BrookFarm'を 一 度訪ねた ことがあ った位 で,こ れ ら の

Communityに は 参 加せず,傍 観者であ った。それは彼がそ うしたCom-

munityに 参 加す ることに よって 自分の個性を少 しで も犠牲にす ることを

さけたか ったか らであ った。彼に とって何 よ り大切で あった ことは,ま ず

自分 自身を完成 させ ることであ った。

3.TheDialMagazine.超 越 主義の機 関誌 ともい うべ きTheDialIVIag-

azineは1840年7月 創刊 されたがMargaretFullerが そ の編輯 と会計 の

任 に当 り,Emerso・ ・は主筆格 で毎号沢山書いた。Thoreauは 創 刊号に例

の詩 のηψα吻 を 掲 載 し,そ の後 も彼は引続 き毎 号寄稿 した。 編輯に行き

づ まったFullerが そ れをEmersonに 返 す とEmersonはHenryに 協 力

を頼んだ。 こうしてHenryの 努 力でDialは 面 目を一新 し,西 欧の知識

に東洋の智恵を加味 し,原 稿 の足 らぬ時は己が 日記の抜萃を利 用 した。 し

か しその雑誌 は1844年 の4月 で終 りになった。 最初 か ら経済的には成算

の とれ るものでなか ったが,そ れ ら新思想の唱導者達を,一 つの社会的勢

力に結成 した点で は,ア メ リカ思想史上 また,文 芸史上に大 きな意義を も

ってい る。

4.TheTranscendentalClub.NewEnglandで は 多 くの傑れた 人々が新

しい人生観を討 論す る目的で形式ば らないで会合 し姉 めた。後 に は 散L

,て,そ うした クラブはな くな った。 しか し彼 らの会合 はそ の運動 の宣伝に

役立 ち,そ れを さらに秀れた ものに した。

5.Literarymovement.新 しい作家 の一一群が彼 らの作 品にそ の超越思想

を取入れ始めた。それ らは大概 自然か ら霊感 を うけた一種 の神秘主 義を説

いた。 この時代のほ とん どすべ ての作家達 が多少 とも超越 主義の思想の影

響 を うけた。ThoreauはEmersonと 並 ぶ代表的 な人 であ り,Whittierも
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Whitmanも そ の点相 当 目立 ってお り,MargaretFullerもAlcottも 各 々

の特色を もった超越主 義者であった し,HawthorneやLongfellow,そ れ

にLowel1で さえ何 らかの形 でその影響 を もっている。

Thoreauは も ともとその強い傾向を もっていたがEmers・nと 親交 を結

ぶに到 って,は っき りと,transcendentalistsの 仲 間入 りを した。それ は彼 に

思想 や作 品の発表の機会 を与},思 考 を ます ます深 め,彼 の胸 裡に潜 んでい

る ものを具体化 して,引 出す働 きを務めた 。すなわ ちThoreauは`Concord

Lyceum'で の 講演を初 めは聴講 していた のだが後には 自 ら幾度 も講演す る

よ うに なったばか りでな くそ の幹事役 まで引受けたのであ った。Emerson

の名 声 と共 にConc・rdが 有 名にな ると,そ こに集 まる人達が可 な り多

く,1840年 に はAm・sAlc・tt,1841年 に は詩人W・E・Channingが 来 て

Emersonの 家 の近 くに住んだ。(拙 稿 「ThoreauとW ・E.ChanningIIと

の 関係」 英米学研究No.5を 参 照)

Hawthorneも 来 た。前か らの人ではGeorgeRipley,ElizabethHoarな

どがいた。 こ うしてい る内に,よ くEmersonの 家 に集 っていろいろな題

目につ いて思想 の交換や討論をす るよ うにな った。

そ の集 る人 々は何に も正式に名薄があ った訳で もな く,そ の メンバ ーも

時h変 ったがEmersonを 始 め,Rev.FrederickHenryHedge,Rev.George

Ripley,Rev.OrestesBrownson,Rev.JonesVery,MargaretFuller,

ElizabethPeabody,BronsonAlcott,Rev.TheodoreParker,Christopher

Pearcecranch,Rev・JohnsullivanDwight,そ れ にHenryDavidThoreau

な どでHedgeはMaine州 のBang・rの 教会か らは るば るくるので,会

合 は このHedgeの 来 訪に合わせて開 くことが多か った。

これ らの人達 は共通 して理想的であ り,形 而上的な傾向が強 く,新 プラ

トン派 とで もいってよいか しれ ない ところがあ った。 こ うした傾 向がで き

るに到 った経 過を振 りか えってみ ると,ま ず18世 紀 の始 め 英 国 のJohn

Lockeが 出 したEssayonHumanUnderstandingの 示 す理論 す なわ ち
,
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人間の智慧は五官 か ら生ず るとい う理論 か ら発達 したnationalismや

deismは ア メリカの独立 後間 もな くNewEnglandの 神 学上 の指導 者達 に

深 い影響を与えて,trinitarianChristianity(三 位一体す なわ ちFather,Son

お よびH・lyGh・stの 一 致 を信ず るキ リス ト教)か ら一・層合理 的なUni-

tarianismと な って いたのが,さ らに独逸 のHegelや 特 にKantの 説 え る

人間には生来直観的 な五官を超越 した智慧 があ るとい う思想の影響を うけ

た。そ うした人 間の力を人に よってはconscience,moralsense,innerlight

あ る いはover-soulと い う言葉を使 って説 いた。そ して全体的に はTrans-

cendentalismと い う言葉が用 い られ るに到 った。

Th・reauは1841年 の4月 か ら1843年 の春 まで このEmers・nの 家 に同

居 したのでEmersonお よびその家族 とは ます ます深い間柄 とな った。The

Dialと の関係にお いて も,初 めは唯執筆寄稿 を していたが後にはEmcrson

を 援 けて編輯す るや ら,購 読者の勧誘 をさえす るよ うにな り,彼 が超越主義

者の思想的指導 者の一 人 と認 め られ る ようになった のはこの雑誌 で発表 し

た彼の作品に よることが大であ った とい}る 。1842年7月 のDialに 掲 載

した彼 のTheNaturalHistoryofMassachusettsの 中 には彼 の心や性格 も よ

くうかがえ る。NewYorkに 近 いStatenIslandに 住 むWilliamEmerson

の家 の家庭教師 と して行 ったのは1843年 の こ と で こ こ に 滞 在 中New

Yorkへ 行 ってW・H・Charmingや 漉 ωYorkTribuneを 主 宰 していた

H・raceGreelcyと も知 り合い,そ れが後に 自分 の著作を 出版す る機会を得

るもとになった。Z)ialが 廃 刊にな った1844年 には再 び故郷 のConc・rdに

帰 ったが,前 々か ら心中秘かに 持 っていた隠棲に対す る 念 願 は`Brook

Farm'や`Fruitlands'な どの刺激 もあ り,ま たすでに野の生活 の経験者 で

あったChanningの 暗 示 もあって,つ いに決意 して1845年 の春,Walden,

池 畔 に一軒 の小 屋を 自分で建 て始め,そ れが できるとただ一人で森林生活

に入 った。

`Br・okFarm'や`Fruitland'は 同志が共 に理想 的な社会を作 ろ うとす る
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のであったが,Thoreauの は ただ一人で生活 して 自分 の内的 な真の姿を視

つ め,自 然 の実相にふれ よ うとしたのであ った。

v

彼はConcordの 南の1哩 半位の人里離れたWalden池 畔の 森 の 中 に

Alcottか ら借 りた斧で松の木を切って柱 として小 さな小舎を建てて,独 居

を始めたのは1845年7月4日,ち ょうど米国の独立記念 日であった。

独居 といっても彼は世を果無んだり,た だ人間との交わ りを嫌って隠棲

したのではな く,大 自然に接 して種 々な自然の姿を追求 し,か つ自然に浸

る身心の楽しみをしみじみと味わい人間が一人で生活することによって得

るいろいろな経験から人間および入間社会のことを再吟味 し,し か もなお

己が内なる世界をさぐり,そ の霊を広 く宇宙に拡げて物心一如の世界に達

しようとしたのであった。 こうした生活をするのにSimpleIlifeの 大切な

ことを説きかつ実行 した。

この森の生活の記録を整理 して発表 したのが彼の有名なWalden・rLife

xntheWoodsで ある。

この本はEconomyに 始まり,Conclusionに 終る18章 からなっている。

彼は世人がいかに因襲に捕われた無自覚な無駄な生活をしているかを述

べ人間生活の再吟味のため食物,家,衣 服 ,燃 料などの必需品のことについ

て考え,多 くの人間がいかに不必要なもののためにあ くせ くとして自分の

生活を駄目に しているかを説き,人 類を改善するには生活を複雑にす るの

ではな く大自然の如 く単純かつ健康に しなければならないといっている。

第三章Readingで は古典を読む必要を説き,第 五のSolitudeの 章では自

然 と交わる時は孤独も孤独でなく孤独の生活は自己完成のために も必要な

ことだと考えた。この章は彼の思想の性格を見る上に非常に よい参考にな

る多 くの秀れた章句がある。

Visit・rs(第六章),TheB6α η一Field(第七章) ,TheVillage(第 八章),rho
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Ponds(第 九章)な どでは周囲の自然や動植物の有様,訪 客のこと,彼 の小

屋での生活,四 季における湖の様子,Baker農 場のことなどが記 されてい

るが,HigherLazes(第 十一章)で は肉や刺激的な食物飲料を避けて,神 性

を呼び覚 し,高 尚な思考や高い詩情をもち得る人は幸であると考えた。 こ

うした点は吠陀(Vedas)な ど東洋の聖典の影響を強 くうけ てい る。Con-

clusi・nでは世界を探検するより自分自身の内海を探検せ よ。正 しいと信ず

ることに向って打ち込む一:..,E..,の価値は無限である。まず真理をつかめ。

健全な人間は社会の法則に一見反 してお りながら一層高尚な神聖な法則

には遵 っていることがある。もし公正な政府の下に立ち得る機会があれば

決して反対の態度にはならないであろ う。自分は森林に入ったと同,.Lく,

十分の理由をもって森林を出た。自分にはなおいろいろすべき生活があっ

て,こ の一つのために これ以上多 くの時 日を過すことはできないと思った

から。 自分は実際経験か ら少なくとも次の一事を悟った。すなわち,人 が

もし信 じてわが夢の方向に進み,努 めてその想像した生活を営めば普段想

いも寄 らなかった成功をかち得るであろうと。すなわち眼に見えない境界

をxる 。すると新 しい普遍的なかつ一層寛容な法則が身の周 りにも精神

内部に も現われる。そ して自分の生活を単純化するほど,宇 宙の法則 も次

第に単純化 して,寂 寞 も寂寞でなく貧乏も貧乏とならず,不 平家は楽園に

いてもなお不平を見出すであろうが,貧 しくともその生活を愛せ よ。さす

ればぞ くぞくするような栄光に満ちた時間を楽しむ ことができよう。心の

平和なる者は どこに住んでも王宮に住むと同 じく満足の生活をして歓ば し

い思想を持ちうる。

愛 よりも金銭 よりも名声よりも真理を与}よ 。人間はこの地球の極 く表

面だけしか しらない。 しかも一生の半ばは昏hと 眠っている。 しかも自ら

は聡明であり,深 い思索家だと想っている。林の中の小さい虫が葉の間を

這い回 り,人 の眼か ら逃れ ようとする。その虫が何故に微々たる自己の思

想を抱いてか く避けて頭を隠そ うとするのか。自分がその虫の愛護者でそ
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の種族に何か快 よい考}を 告げ知 らす ことが ないとも限 らないでは ないか

と怪 しむが,こ の時人間 の小虫であ る自分 の頭の上に立つ よ り偉大 な愛護

者,よ り偉大 な知者 のことを思 い浮べ ないことは ない。

かつ て林檎 の樹 を材 に した農家 の厨 のテーブルか ら丈夫 で 美 し いbug

(ヘ ッピ リ虫)が 自 ら木 を噛んで外へ出て きた話がある。 それ は テーブル

が作 られ た年 よ りさ らに数十年 も前にそ の立樹の中に産付けた卵が,ど う

や ら火消壷の熱 で孵化 した らしい。

私 は誰 も彼 もが こうした ことを実現す るとはいわない。 これは単 なる時

の経過 では到底将来 し得 ない本当 の暁 の特徴であ る。 われわれの眼を眩 ま

す光 はわれわれに とっては暗黒に過 ぎない。われわれが 目覚 めて こそ夜 明

が くる。そ の時は太陽 も朝 の星に過 ぎない。

このよ うにThorcauは そ のWaldenのC・nclusi・nを 結 ぶに当 って,不 思

議 な生命 の力を讃 え,人 間がそ のよ うに本当に 目覚め る日を期待 した。

Thoreauが2年 と2ヵ 月 の森林生活か ら 出て き た 年 の10月 に 再 び

Emcrsonは 英 国へ旅立 った ので,そ の留守中 またEmersonの 家 に住 んだ。

そ して1949年 にEmersonが 帰 ったので,Thoreauは 父 母の家 に帰 った。

彼 の文学者 と しての活動は死ぬ まで ここで続 け られ た のであ った。

彼 のThomasCarlyleandHisWorksが1847年 の3月 お よび4月 号 の

Graham'SMagazineV'発 表 された のはHoraceGreeleyの 世 話 と同誌の主宰

者R・W・Griswoldの 好 意 に よるものであ った。 それに続 いてCivilDis-

oう6426η68が1849年 のBostonEstheticPapersに 発表 され た。彼 の最初 の著書

AWeekが 出たのは この同 じ1849年 で あったがそれは 自費 出版 でBoston

のMunroe書 肆 か ら出 した。 彼 はその借金支払 のため土地測量 の仕事を

や った りした。 この本は 初版千部 印刷 したが売行が悪 く,1853年 にはそ

の残部706冊 を 引取 らねばな らなか った。

Saltは この本 の売れなか った理 由はそ の強い理想主義 と汎神論的 な調子

とが普通 の米人 の心 と うま く合わなか ったため といってい る。(Salt'sHenry
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Z)avidTh・reaup.107,参 照)

それもそのはずでこの著作は後に出た他の本とも同 じようにちゃんとま

とまった構成の下に書かれた ものでもなく,あ の1839年 に兄Johnと と

もに出かけたConcord河 と1Vlerrimac河 の紀行を中心に してはいるが,

彼の理想主義的哲学思想をいろいろな話題に託 して表述 し,そ れに自分の

詩や他の詩人達からのものも到るところに引用 しているので,心 ある者が

読めば,そ こに記述された野生的自然の描写とともに彼 の独創的な思想に

底知れぬ喜びと興味を感ずるであろうが当時の浅薄な一般 のアメリカ人に

は余 り理解されなかったのも無理はない。

私は本稿の第二章で,Thoreauは 余 り大旅行はしなかったといったけれ

ど,そ れはEmersonの ように,遠 く欧州へ二度も長期旅行をし,ま た,

北米大陸をカリフォルニアまで横断 したのに比較 してのことであったが,

旅行好きであ り,し かも荒野を求めて度々旅行 したことにおいては,彼 は

余 り人後に落ちないというよりも,文 人で彼位そ うした旅行を度々した人

はまれであろう。実際旅行は彼の生涯の相当主要な部分を占めていた。北

はcanadaのQuebec,南 はNewJersey,東 はcapecod,北 東はMaine

W・・dsの 奥深 く,こ れらを旅する毎に彼は森や荒野や河や湖や山や海を

探 り,イ ンディアンの文化一その言語や歌や風習なども一研究 して,十 数

年の間に三千頁近いN・tesを 残 しているが彼はそれによって,一 種の大

敍事詩を作ろ うとしていた ということでもあるが,も し,彼 が45歳 なん

かで若死せず後十年 も長生きしていた らそ うした業績があるいは完成され

たかもしれない。彼の臨終にかすかに口にしていた言葉からみてもインデ

ィアンのことが彼の心の中にいかにあったかが察せ られ る。 とに角,彼 は

このように各地を旅行 して,ア メリカの遇去,現 在,将 来についての自分

の考えをいつも明らかに しようとしていた。彼の旅行はいろいろな方法で

いろいろなコースをとった。馬車や汽車や蒸汽船やカヌーや徒歩で。 しか

し,そ の度に自然についての自分の基礎的な信念が一層正 しいのに確信を
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得 て,帰 ってきた。森は 「永xの 青春」 の場所であ った し,あ らゆ るわれ

われ の文 明の源 であった。森 の唯中に昔住んでいた インデ ィア ンの生 活は

彼 の心 をひきつ ける ものであ った。そ して,植 物学お よび動物学 とともに

地理学 はThoreauに とっての重要 な仕事 の一つ であ った。`thepleasure

ofpoetry'も そ こか らくることが多か った。Thoreauの 作 品中 には この詩

と事実 とい う二 つの要 素が交 ってい る。

Thoreauは 測 量士で もあ ったので地 図を正確に作製す る ことが できた。

旅 行をす る時その行先に関す る地 図を手 に入れ て,行 ってみ る と実際 とい

ろい ろ違 ってるところを見出 し,こ れを訂正 しなければ な らない ことが よ

くあ った。 自分 でも幾度 も地 図をかいたが,そ れ で も現地 に照 してみ ると

訂正 しなければ な らない こともあ る。彼 の よ うな歩行者,自 然愛好者には

普通の地図では役にたたぬ ことが多か った 。しか した とえばCapeCod地

方 の早 い地 図で17世 紀 の 日付 のある フランス の ものは とて もよい と思 っ

たが それ も過去 の経験の所産 と して尊重 したのであった。地 図を利用す る

ものが読 み違 える こともあ るが,地 図が不備で実地経験 と相違 して旅行 の

計画 に影響す ることもある。彼は実際 よ く旅 行 し,そ のため随 分長 い時 間

と精 力 と金 とをつかった。 とい っても貧乏 の上,常 に簡 素を旨 としていた

彼 の ことだか ら旅行中はなお さら簡素で,粗 衣粗食であ った ことは云 うま

で もな く,安 易な路を とるのを さけた。 これは ち ょうど行脚 修行 す る東洋

の謹厳 な僧侶 に も似ていた。

1970年 にPrincetonUniversityPressか ら出版 されたATh・reauGazetteer

byRobertFStowell・editedbyWilliamL.HowarthはThoreauが 一 生

の内に旅 行 した主な ものに関係 ある地 図を集録 し,各 々の地 図 の解 説や,

当 時利用 した汽船の写 真や 関係ある風景 をのせ,な お,Thoreauの 旅 行 の

簡 単な年代記 を附記 し,Indcxに はThoreauの 著 書中 の地名 と地図上 の

地名 とを対照 させてあ る。

これに掲載 されてい る地 図には三種類 あ り,第 一はThoreau自 ら書い
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た もの,第 二 は彼 と同時代 のもの,第 三 は彼 の記録や他 の種類か ら再製 し

た ものである。 その集成はThoreauの 本 の出版 日時順に な
ってお り,竣

Weekと と もに始 ま り
,,journal(1906)と と もに終 ってい る。 この著者は

Int・・du・ti・nで 「この本 の最初 の目的はTh・reauが 本 の中で 述 べ てL 、

る土地が読 者に分か る ようにす るためであ る。 これ らの土地 の 重 要 さ は

Th・reauに つ いての読者 の批判 的見地 の如何に よる
。夊字通 りに読む人に

はMassachusetts・Maine・Canada,CapcCod,Minnesotaに お け る彼 の旅

行をた どる便利 な路を提供す るであろ う……。象徴的に彼 のを読む人に と

っては この地図は象徴的な河,湖,山 を描 くで あろ う。それ らは彼 の芸術

の想像的所産 の背景であ る。Thoreauの 著 述 の背景は彼 の旅 行 の土地 と同

意語であ るか らこのGazetteerを 研 究す る読者達 はそれ が彼 の生活 に とっ

て も芸 術に とっても 共に よき手 引であ ることを見 出すで あろ う
。」 とい う

意 味の ことを述べ てい る。

AWeekに 関す る旅行 の ことは既 に述べたか ら今度 はTheMaineW
o・ds

に関 係 あるThoreauの 旅 の ことにつ いて書 こ う
。

1846年 にThoreauは 汽 車 と船 を利用 してBang・rへ 渡 り
,そ こか ら

Oldtownへ 行 き・Penobscot河 をSowadehunkFallsま で カ ヌーで行 き,

そ れか ら,Mt・Ktaadnの 山 頂へ登 った。 帰 りは船 でBostonへ 着 いた
。

1853年 に は汽船 の1)enobscot号 でBangorへ 渡 り
,そ こか らMonsonへ

行 き・汽船でMo・sehead湖 を 横 ぎ り,Pen・bsc・t河 のWestBranchを カ

ヌーで溯 って,Chesuncook湖 の 源流 まで行 き,汽 船Boston号 でBangor

か ら帰 って来た。1857年 に は カ ヌー だけで同 じコースをた ど り
,さ らに

Chamberlain湖 ・TelosLake・WebsterPond,お よびGrandLakeを 経 て

Penobscot河 のEastBranchを 南 下 して
,そ の本流に 出て帰 って来た。

Thoreauは これ らの旅行 に地図を使 ったが
,し ば しば迷路に入 り,自 ら

地 図を訂正 した ようで あった。

私が大正6年 に一友 とともに当時 ほとんど人 の訪ず れ ることもな く
,路
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とい う程 の路 もない富士五湖め ぐ りを した時の ことを憶 い出す。 その際利

用 した当時 の陸軍参謀本部作製の地図で さえ載 っていない,ま た違 ってい

る路を さが しさが して,地 図を訂正 しなが ら行 った ことを憶 い 出す。あ の

時 青木 ケ原の原始林 の中を夜晩 くまでさま よっていた ことを憶 うとぞ っと

す る。 その スケールが遙かに大 き く,森 と河 と湖 の荒涼た る11ilaineを か

く三度 も旅行 したThoreauは 大 変だ ったろ うと想 う。 しか し彼 がIndian

の文 化研究や動植物 の研究 もあ った ろ うが何をい って も荒莫 た る大 自然 の

美 と力 と神秘 なあるものに魅せ られ ていた彼にはそんな苦労は何で もなか

った。否む しろその苦 労はか}っ てえ もい}ぬ 楽 しみだ った ろ う。

私は今か ら約8年 前少 しで もMaineの 森 らしい所 まで行 ってみ ようと・

Bostonの 空 港を朝発つBuffalo行 の飛行機をキ ャンセル して,車 に飛 び乗

り,運 転 手にはMaineの 森 林 らしい所へ行 って くれ と命 じた。そ して直

ちに一一路北へ北へ とMaineを 指 して走 らせた。 後で思えば,Thorcauの

よ うにBangorま で まず船で渡 った方が よか ったのだが,船 の 時 間 も 分

らなか ったので,車 の力をか りた訳 で,途 中休んだ ところ と い え ば,唯

Rock.Portで い ろい ろなギ ャラ リーを数軒 のぞいて,絵 の個展 や小展 覧会

を見た後で コー ヒーを飲 んで一休 み した の とBangorで 食 事を取 るために

休んだ のとだけで,後 はいか なる町にも村に も一斉留 らず,1時 間100キ

ロ位 の速力で,道 のよいのを幸 に専 ら北 へ北へ とまっ しぐらに行 った。相

当長 い間何処 まで も何処 まで もつ っ走 った。路の両側 もまた見 える限 りが

欝蒼 た る大森林。時た ま自動車に会 うが通 る人 もない。大森林 の 中 の 道

だ。 もし質 の悪 い運転手だ った ら,ど ん な目に会わ され るか知 れない。少

し不 安 な気に もなったが,い ろい ろ話を してる内にその運転手 の一人 の息

子は柔道が好きで三 段になってお り,日 本へ憧れ てい るし,一 人 の娘は絵

をや っていた ので 自分 も絵が好きだ とい う。 これはR・ck-Portの 展 覧会を

見 ていた時 でもそ の話振 りか ら大 体その人柄 が分っていたので 安心 してい

た。途 中河 あ り,池 あ り,湖 あ り,い ろいろな ところを通 った。Thoreau
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な ら地 図を頼 りに あるいは地 図を訂正 しなが ら,森 の中を歩 いた り,河 を

カヌーで渡 った りしたのだが ,自 分は 自動車 で よい道を唯楽hと 走 ってい

るのだか ら,と て もThoreau時 代 の彼 の旅 と比較には な らないが
,こ の

辺 りの森林や河や山の状態 はそ うひ ど く変 るもので もあ るまい と
,自 分 の

心 を慰あなが ら進 んだ。そ の道は昔Thoreauが 通 った路 とどんな関係が

あ るのか全 く分 らない。否そんな ことは どうで もよい
。Maineの 大 森林 の

雰 囲気 が吸えればそれで 自分 の目的 は達 した のだ と思 った。始めは 自動車

を 降 りて少 しは細 い路へ も這 入 り込 もうと思 っていたが ,物 凄い雷雨に な

ったためそれ もできず,Bostonを 朝 早 くた った のに
,暗 雲豪雨 のせい も

あ って早や夜 の ように真 暗になって しまった ので,も うそれ よ り先 へ行 く

の を断念 して帰途についた。その時 は地 図 も持 たず果 してMaineの 森 の

どの路を どの辺 りまで行 っていたか さえ ,皆 目分 らず 了いでBostonに 帰

って来 た。兎 に角Maineの 森 は物凄 い森 であ ることを しみ じみ感 じた の

で あ った。

しか し,タ クシーの運 転手か ら莫大 な料金を請求 されて驚 き
,始 めて,

そ の時,ス イスでBoston出 身 の米人か らBostonへ 行 った らタクシーに

は 絶対 に乗 っては駄 目です と言われ ていた ことを憶 い出 したが後 の祭であ

った。で もThoreauの 心 をひきつけ て三度 も旅行 させ たMaincの 森 をた

と えそ の一部分であ った と して も訪ずれ ることができた ことを想えば安い

もので あった といえ るか も しれない。

次はThoreauのCapeCodの 旅 であ る。 .

私 はMaineの 森 を訪ずれ たのに続 いて,CapeCodへ も行ってみ よう

と思 ったけれ どThoreauは 前 後四回 も行 ってお り,行 く度 にそ の コース

な ども違 っているので,ま だ他に多 くの行 くべ き所 があった自分には とて

もその後を追 うてみ ることは不可能 と想 ったので遂 に断念 した。

Th・reauは まず1849年10月 に はChanningと と もに汽 車でBridgewater

.からSandwickへ 行 き,馬 車でOrleansへ ,そ れ か ら徒歩 でProvincetown
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へ行 った。そ の途 中二人はEasthem,Wellfleet,お よびHighlandLightを

訪 ね,帰 りはProvincetownか ら汽船Naushon号 でBostonへ 帰 った。

1850年 の6月 には一人でPostonか ら船で1'rovincetownへ 行 った。 ま

た汽船 で帰 る前にChathamの よ うな遠い南 へ歩 いて行 った。

1855年 の7月 に もChanningと 一 緒に,CapcCodへ 行 ったが,二 人

は まずBostonか らスクーナ ー船Melrose号 でProvincetownへ 渡 り・そ

こか らOlata号 で 帰 って来 た。 この時 の旅行は半島 の北端に制限 して,

歩 いた のはN・rthTruroま で であった。

1857年 の最後 のCapeCod旅 行 は今迄 よ りさ らに長 く,さ らに冒険的

であ った。唯一人 でPlymouthか らSandwichま で 汽車で行 き,そ れか ら

東南 へHarwichま で 歩 き,北 へ曲 って,Provincetownま で行 った。彼 は

これ らの旅行 を全部書 き上げた。初めの三 回のはCapeCodと して,ま た

最後 のは,Journal(J:Ix,415～455)と して書いた。 この四回 の旅行で ・

彼 はあのrMassachusettsの 裸 の曲 った腕」の地 形について・で きるだけす

べ ての ことを学 んだ。そ して,彼 は よい コソパ スと地 図は最 良の案 内者で

あ ることを知 った。 なぜ な ら土地 の人 々と雖 も,い つ もよく歩 き慣 れた路

か ら離れた地域については余 り知 ってる者 がないか らだ。Capeに つ いて

の在来 の地 図は彼には不十分に想われたで あろ う。 とい うの も彼は少 くと

も三度 も自分で地 図を書いたか ら,恐 ら くそれ らでさx,実 際 経験に直面

す ると十分ではなかったであ ろ う。

次はAYankeein磁 ηα4αに関係あ る旅 である。Thoreauは このCanada.

旅 行 の時,前 もって注意深 くそ の地域 の研究 ができなか った。 特に地 図が

問題で あった。 当時 のConcordに は適 当な ものがち ょうど手に入 らなか

った。 埋合せ に,旅 行中,Canadaの 地 図を写 した。そ して,土 地 の人 々

か らその余 の詳細な点は尋ね ることに した。 帰 ってか ら・彼はCanaday`;.

つ い ての沢山の本を読 んだ。 またHarvardの 図 書館で補 足的 な地 図を研

究 した。 この研究か ら彼はいろいろ原稿 の上 でも収穫があ り,ま た二 枚の
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オ リジナルな地 図を作 り上げ た。

このCanada旅 行 は1850年 の9月 の ことでThoreauはElleryChanning

と と もに鉄道でBostonか らVermont州 のBurlingtonま で 行 き,そ れか

ら汽船 でChamplain湖 を横 切 ってNewY・rk州 のPlattsburgへ 行 った。

大 概の記録では二人 が汽車 でSt・Johnま で北へ進んだ ことにな ってい る

が,ど うや ら二人は別の船に乗 った よ うであ る。PlattsburgとMontreal

問 の鉄道 は1850年 は まだ建設中であ った。Rouse'sPointか らSt.John

まで は1851年 以 前は まだついていなか った。それだか ら,Th・reauとCha-

:nningは 少 くともSt・J・hnま で は汽船 に乗 らねば な らなか った。そ こか

ら汽車はMontrealま で ついていた。Montrealか らQuebecま で は汽船

.,JohnMunn号 で行 き,そ こか ら帰路 につ いた のであ った。

それ らの旅行 の外に時にはCambridgeやBostonへ 行 って大学やNatu-

ralHistorySocietyの 本 を借 りて読む こともあ った し,Salemで は そ この

MallStreetへ 移 り住んでいたHawthorneを 訪 ねた こともあ った。Margarct

Fullerが 乗 っていたTheMarchesad'Ossoli号 がFireIsland沖 で 難破 し

て,家 族諸共溺死 した際 には,E・Channingと と もに遺 品さが しにFirc

Islandへ 行 った りもした。 これ らの旅行は彼の見界を広 めまたいろいろな

感慨 を引 き起 こしてはい るが,と にか く貧乏であった彼は余 り遠い外 国な

どへ は行 かなか った。外 国へ行 くよ う招待 された こともあ っ た が,彼 は

C・nc・rdで 随 分旅行 でき ると議論 して,行 かず,主 として故郷のC・ncord

お よびそ の周辺の 自然 に絶}ず 親 しんでいた ので 「地球 上の この場 所を ま,

す ます深 く研究 しかつ愛す るよ うに なった 。」(`Ihavebeen… …madcto

studyandlovethisspotofearthmoreandmore.'Thorean'sjournal,2nd

December,1853.)

1849年 姉 のHelenが 亡 くなって家 の中が急 に淋 しくなったけれ どその

外は大体そ の頃のConc・rdの 家 におけ る彼 の生活は平和 であった。 その

家 は彼が助力 して建 てた家で彼の書斎は屋根裏の部屋 で,植 物 の採 集品や
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イ ンデ ィアンの遺 品な どを置 いてあ り,ほ とん ど毎 日午前中は読書を した

り,執 筆 した り,鉛 筆製造の仕事を した りし,午 後は幾 哩 も離 れた どこか

の丘 とか池 とか森 とかを訪ずれた。親 しい友 と二 人連れで行 くこともある

が,途 中ではその他 の誰に も会 うこともないよ うな人里離 れた所を逍遙 し

て 自然に親 しみ悠 々自適 した。(Thorcau'slcttertoHarrisonBlake・1849

年11月20日 付 参照)

Thoreauは 早 くか ら奴隷問題に対 しては深 い関心を もって居 り,政 府 の

奴隷 圧迫が 目立って くると,彼 は奴隷制度廃止のために ます ます情熱 を も

や し,1851年10月1日 の 日記 には彼が一人 の奴隷を家に泊め てや った こ

とを書い てい るし,1854年 に はFraminghamで`SlaveinMassachusettsp

と題 して講演 している。 この年は 陥 ♂伽 がBost・nのMessrs・Tickn・r&

Co.か ら出版 された時であ った。 これは前述の よ うにWalden湖 畔 に住 ん

でい る時の ことを書 いた ものが主であ るが後にい ろい ろ附加 してい る。 こ

の本はWeekと 異 な り,数 年の間に第一版 は売 り切れになった。

後に 多 くの東洋関係 の本を送 って くれ た英 国のCholmondeleyと 彼 が知

り合ったの も1854年 の ことであった。NewYorkでWaltWhitmanに も

ったのは1856年 で あ った。

J・hnBrownがKansasで 奴 隷解放運動 をや った直 後の1857年3月 に

Sanb・rnの 家 へ来 た時Thoreauも 会 った。Emersonも 来 て,そ の 夜 の

Brown講 演会 には ともに 出席 した。

1859年10月,60代 に 入 ったばか りのJohnBrownは 再 びConcordに

来 り,Sanbornの 家 を後に して,Virginiaの 奴 隷狩 り共 に反抗す る最後の

運命的 な旅に 出かけた。 しか し10月16日 にBrownはHarper'sFerryで

逮 捕 され,数 週 の後12月2日 には遂に死刑に されたのであったが,1859

年 の10月30日 の夜,Th・reauは このJohnBrownの た めにConc・rdの

教 会で真情を こめた講演を して,釈 放運動 の 口火を切 ったが,そ れはPlea

forCaptain,johnβ70ω η の内容 をなす もので,JohnBrownの 経 歴人物,
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その超越主義的な思想 と彼の一生 の 目的を述べ,Brownの 行 動の正 しか っ

た こと,彼 の ような人 を作 るには数世紀を要す る
。諸 君は十 字架 にかけ ら

れ るキ リス トを案ず る ような顔 を しているが ,身 を挺 して400万 人 の救済

者た らん とした彼 に対 して,今 何を しよ うとしてるか と訴 え ,彼 の生命 を

永遠 な ものにす るため の力強い弁護を した。

Brownが 死 刑 に され た 日にはConcordの 町 会所で記念 の会 が 開 催 さ

れ,Emerson,Th・reau,Alcottそ の他 の奴隷廃止論者達 が集 って,追 悼演

説を したが,そ の時Th・rcauは い ろいろな人 の詩 とと もに 自分で飜訳 した

TacitusCornelius(A・D・c・55～c・120)か らの ものを朗読 した
。がその7

ヵ月後に発表 したTheLastDaysofJohnBrownで は 死んで もBrownの

精 神は時間や空 間を超越 して生 きてお り,「 彼は もはや こっそ り活動 して

い るのでな く,公 然 と活動 し,こ の国を照 らす もっとも明 るい光 の中で活

動す る。」(Thoreau'sWorks;Miscellanias,P・450.)と 称 えている
。

Thoreauは 文 明社会のいろい ろな悪弊欠陥を痛感 し
,自 ら信 じて正 しい

と思 うことでは,相 手が教会であろ うと,政 府 であ ろ うと安 易な妥協は し

なか った。彼がWalden湖 畔 の小舎で生 活中のあ る午後
,た また ま靴屋へ

靴を と りに村へ行 った時,税 の支払い拒絶 のか どで捕 まってConcordの

獄 舎に一夜 を過 さねば な らなかった。 これ も奴隷 制度の拡大を意図す るメ

キ シコ戦争 を支持す る政府 の対 内対外政策 の非を確信 したために と
った反

抗であった。そ の時心配 してや って来たEmersonが``Henry,whyarcyou

hereP"と い ったのに対 して``Whyareyounothere?・ ・ と答 えたのは有

名 な話で ある。

彼は徹底個人主義 者だ ったので,``thatgovernmentisbestwhichgovems

notatall・"「 全 然支配せぬ政府 こそ最良である
。」 とさえ極言 してい る。

この理 想は もちろん個人 の人格 が まず完成 されて こそ とい うの で あ ろ う

が,個 人 の自覚 と自由をいかに尊重 しよ うと したかがわ か る
。CivilDis・be-

dienceが 書 かれた精神が 自か らよ くわかる
。 個人 の尊厳 の絶対 性 と邪悪 な
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政府に対 す る反抗精神の必要性を主張 した このessayは 印度 のガ ンジーや

黒人 のキ ング牧師 などの非暴力反 抗をモ ッ トー とした 自由民権運 動の指導

者達に対 して非常に大 きな影響を与 えた。

1860年 の11月 にTh・reauは 樹 の年輪を調べ ていて風邪をひ いたのに,

Waterburyで の講演 の約束を果すため無理を して遂に肺 結核を発 病 さ せ

た。 彼の祖父 も同 じ病気 でな くなった のだか ら,そ うした体質を も遺伝 し

ていたか しれない。 医者 の奨め もあ って,翌 年5月11日 か ら7月9日 に

か けてMinnesota方 面 へ の旅行を した。HoraceMannも これ に同行 し

た。二 人は まず 汽車でDunleithま で 行 き,MississipPi河 を 汽船Itasca号

で溯 ってSt.Paulへ 行 った。 ここで は9日 間滞在 して周辺で植物採集を

した。6月5日 にはCalhoun湖 とHarriett湖 の 中間の田舎 の下宿屋 へ移

り,そ こでRedwoodへ の 出発 までいた。 河はSt・Paulの 所 で二つ に

分れ てい るが,南 の方 のMinnesota河 を汽船FrankStecle号 で 溯 って

Redwood近 くのLowerSiouxAgcncyに 着 いた。6月22日 に は帰途に

つ き,RedWingで は4日 滞在 し,Michigan湖 やHuron湖 を 船 で渡 り・

後は汽車 でOgdensburg,N・Y・,を 経 てConcordに 帰 り着 いた。

保養 のた め もあ った とはいえ,あ の病中の身体 で船 と汽 車とを利用 して

の約2ヵ 月の大旅行 であった。当時のMinnesota地 方 は まだ 開拓 もほと

ん ど出来 てないWildnessで あ ったので この状態 は彼 の心 を喜ばす と同時

に身体 には大分 こたxた のではないだろ うか。 そのためかThoreauは こ

の旅行 についての本は書いてない。病身のため 日記 も十 分につ け られなか

った よ うで ある。それに も拘 らず彼は一束 の`fieldnotes'を 残 していたの

で,W・lt・ ・H・ ・dingがThoreau'sMinnes・tof・urneyτ 伽D・currents(Ge-

neseo,NewYork,1962)と して出 している。

1861年 の8月 に 撮 った写真は 顎鬚 を生や した彼の最後の 写 真である。

冬 にな って病気 は重 くなったが死の直前 まで原稿 の仕 事の ことは忘れず,

1862年5月6目 彼は遂 に 永遠 の眠 りにつ いた。 臨終 の僅かに 聴 きとれ る
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彼 の最後の言葉 は``moosc"「 大 鹿」 と``Indian"で あ った。

葬式の時Emersonは 弔辞 を述べ,Alcottは 故 人の詩SicVitaを 朗読

した。

そ してslcepyHollowの 兄Johnの 墓 の傍に埋葬 された。彼 の墓は赤

い石で彼の名 と死 んだ日が刻 まれ てい る。

私はWaldcn湖 畔 の小舎 の跡 にWhitmanに な らって石 を もう一つ積み

重ねた 目と同 じ目に、SleepyFollowの 墓 に詣 うでて・途 中でつ んだ草花

を捧げ た。
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